
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通ネットワークの対応 

 

分かりやすさ、使いやすさの構築 

 

公共交通運行環境の改善 

 

まちづくりとの連携 

 

基礎調査の流れ 

公共交通事業者の現状・

意見(ヒアリング等) 資料 2 

基礎情報の整理 

(地域、公共交通) 資料３ 

市民の実態・ニーズ等

（アンケート）  資料４ 

課題の 

整理 

例

〇地域・公共交通の
状況 

・人口動向、高齢化 

・公共交通路線の状
況、運行・利用状
況等 

・人の動き、公共交
通・クルマ等の利
用状況等 

 

〇主要駅、ターミナ
ル等の状況 

・ 現地の案内、情
報、待合環境等 

 

〇運行の現状 

・道路の混雑状況等 

 

 

〇市民の実態・ニー

ズ等の状況 

・市民や来訪者の 

移動実態 

・公共交通・クルマ等

の利用実態 

・移動や交通へのニ

ーズ、意向等 

 

〇事業者の運営状況 

・乗務員の状況 

・運行状況等 

 

都
市
・
交
通
の
状
況
、
市
民
の
移
動
・
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
課
題
の
整
理 

千
葉
市
の
公
共
交
通
の
取
り
組
み
の
方
針
設
定
、
目
標
の
設
定 

○効率的な路線網の検討 

・非効率路線の効率化 

・効率化＋利便性の視点 

・既存資源の最大活用 

 

○地域性、路線特性にあった 

 適材適所の交通システム 

 
○幹線路線の設定 

○支線路線の設定(住民参加等） 

○交通結節の改善等 

・利用のしやすさや

情報に関するニー

ズ等 

 

○情報提供 ○路線の構造化 

○待合環境 ○運賃支払い 

○利用促進 ○MaaS  等 

・都市や地域、交通

利用環境に対する

意見等 

 

〇上位・関連計画、

関連施策等 

 

○道路、結節点の改良 

○公共交通優先策の整備 

○公共交通を中心とした 

まちづくり 

方針設定や、具体的な 
事業メニュー化に繋げる 

実施中の市民アンケート、
これから行うワークショップ 

総合交通 
政策の経過 

   資料 5 

〇
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
方
向
性
と
進
行
状
況 

都
市
・
交
通
、
市
民
の
移
動
・
ニ
ー
ズ
、
公
共
交
通
事
業
者
の
現
状
・
問
題
等 

現
状
・
問
題
等
の
う
ち
改
善
・
対
処
す
べ
き
事
項
、 

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
も
踏
ま
え
取
り
組
む
べ
き
事
項
の
方
向
性 

令和元年度 令和２年度 

資料１ 

資料 3 資料 4 資料 5 
 

資料 6 
 
 

資料 2 

 

 

 

〇利用客の動向 

・団地路線の高齢化、利用
客減少 

・通勤利用の減少 

 

〇路線維持の課題 

 ・運行本数の維持が困難 

 ・ 減便せざるを得ない  
路線等 

〇まちづくりとの連携の必要性 

・土地利用（公共交通連携） 

・観光等との連携 

〇路線混雑等の課題 

 ・道路混雑、遅延の発生 

 ・ラッシュ時の車内混雑 

〇乗務員不足 

 ・運行維持のための最大
の問題 

・労働環境としての課題 

〇利用しやすさ、分かりやすさ 

・案内・情報 ・待合環境 

・バスロケ  ・IC カード 等 


